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2平成 23年 4月1日

お 知 ら せ

停電予定時間中の窓口業務

義援金・物資の取り扱い

ボランティアについて
　東北の被災地は大変混乱しており、現在のところ地元のボランティアのみで活動しています。また、千
葉県内でも災害が発生したことから、3月15日、千葉県社会福祉協議会内に「千葉県災害ボランティアセン
ター」が開設されました。現在、千葉県内の被災地（旭市、浦安市）で活動するボランティアを募集して
います。今後、状況が安定してくると、東北の被災地で活動するボランティアが必要となることも予想さ
れます。ボランティアについての詳細は市社会福祉協議会に問い合わせてください。
　問合せ／市社会福祉協議会（ 23 － 5068）

被災者の受け入れについて（医療・教育）
　地震により被災し、保険証を持っていない場合でも、医療機関にかかることができます。その場合は、
医療機関の窓口で、被災した旨と、住所、氏名、生年月日、社会保険の場合は事業所名をお伝えください。
　問合せ／保険給付課（ 22 － 3428）
　地震により被災した幼児・児童・生徒で、市内幼稚園および小・中学校への転入学（園）を希望する場合は、
学校教育課まで問い合わせてください。
　問合せ／学校教育課（ 22 － 3694）

　市では3月14日（月）から、日本赤十字社を通じて、市役所やコミュニティセンターなど、市内10か所

の公共施設に義援金箱を設置し、義援金の受付を行っています。

　物資については、被災地の各県災害対策本部によると、現地では輸送手段の確保ができず、届いた物資

の整理・保管・分配が難しいことや、被災地のニーズが毎日変わることなどから、3月18日（金）現在、物

資の提供は、必要な品物が一定数まとめてそろえられる企業や団体からのものに限定し、個人からの直接

の受付はしていません。　

　ただし、現地で不足している物資が被災者に確実に届けられる状況になった場合など、今後情勢が変化

することも想定されます。市ホームページや電話などで確認してください。

　また、3 月 22 日（火）から、支援に関する総合窓口として、福祉課内に「東北関東大震災支援室」を設置し、
義援金の受付や物資の取り扱い、被災者の受け入れなどについての業務を行っています。

　問合せ／東北関東大震災支援室（ 22 － 3213）

※この情報は 3 月 22 日（火）現在のものです。

　停電予定時間中は、次のとおり、市の窓口業務が制限されますので注意してください。

業務
戸籍の届出、住民票や
各種証明書の発行、保
険の切り替えなど
市税、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者
医療保険料の納付

ごみの搬入

窓口

市民課窓口

納税課窓口

会計局・市金
庫（千葉銀行
派出所）窓口

停電予定時間中の注意
停電予定時間中は受け付けできない場合が
あります。状況がわからない場合は、窓口
に来る前に電話で確認をしてください。
停電予定時間中とその前後 1 時間程度は、
納付書を持参した場合のみ取り扱いが可能
です。

停電時間中は受け入れを停止します。状況
がわからない場合は、搬入する前に電話で
確認をしてください。

問合せ

清掃センター（23
－3033）、環境課

（22－3354）

市民課
（ 22 － 3414）

納税課
（ 22 － 3257）

会計局
（ 22 － 3506）

停電予定時間中とその前30分間、後10 分
間は取り扱いができません。

還付金などの受け取
り、市税などの納付

清掃センター
窓口
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東北関東大震災の対応について
～市民の皆さんへのお願いとお知らせ～

東北関東大震災の発生にあたり
館山市長　　金丸　謙一

節電・節水へのご協力を
　東京電力では現在、電気の供給不足により、計画停電を実施しています。停電の開始・終了時間は多少
前後することがあります。また、当日の需給状況によっては、予定していた停電を実施しない場合や、計
画を見直す場合がありますので注意してください。
　皆さんには引き続き、不要な照明や電気機器の利用を控えるなど、節電への協力を呼びかけています。
　問合せ／東京電力（ 0120 － 995 － 552）
　水道に関しては、現在、安定供給に努めているところですが、停電などに伴う不測の事態に備え、普段
から節水への協力を呼びかけています。
　問合せ／三芳水道企業団（ 22 － 3729）

　東北関東大震災の発生にあたり、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、
被災された皆様とそのご家族に心からのお見舞いを申し上げます。また、この地震に関連し、福島県にあ
ります原子力発電所で発生いたしましたトラブルにより、避難を余儀なくされました周辺住民の皆様にも、
心からのお見舞いを申し上げます。一日も早い復旧・復興を心からお祈り申し上げます。
　地震発生後、市では直ちに災害対策本部を設置し、避難所の開設を行い、消防団などの関係機関と連携
することにより、市民の皆様の安全・安心を確保し、市民生活への支障を最小限に抑えることに、総力を
挙げて取り組んできております。
　また、この地震の発生以来、市内において停電が発生したほか、東京電力株式会社の計画停電の実施に
伴い、市民生活にも混乱と支障が生じており、大変心を痛めております。
　この危機的状況を乗り越えるため、市民の皆様におかれましても、より一層の節電、節水等のご協力を
お願い申し上げます。
　市では引き続き「館山市安全・安心メール」で、また、地震・津波などの緊急時には防災行政無線も活
用して情報をお伝えしてまいりますが、市民の皆様におかれましても、テレビやラジオの報道にご注意い
ただき、落ち着いて行動されますよう、お願い申し上げます。

　市からの情報は「館山市安全・安心テレフォン」で確認することができます。防災行政無線がよく聞き
取れなかった場合や、聞き逃してしまったときなどに利用してくだ
さい。通話料は、利用者負担です。
　市からの情報は「館山市安全・安心メール」でも確認することが
できます。登録料と情報料は無料ですが、通信料は利用者負担です。

【登録方法】
①あて先を入力し、空メールを送信します。（宛先：t-tateyama@sg-m.jp）
②仮登録完了のお知らせが届きますので、メールを開き、本文のＵＲＬに接続します。
※迷惑メール設定をしている人にはお知らせが届きません。

「@sg-m.jp」のドメインを受信できるよう設定してください。
③利用者登録画面が開きますので、案内に従い手続きをして
ください。
④登録手続きが完了すると、本登録完了のメールが届きます。
　問合せ／社会安全課（ 22 － 3442）

市からの情報は電話・メールで確認できます

館山市安全・安心テレフォン
 0470 － 22 － 3001

ＱＲコードを携帯電話のカメラ
で読み込むと、空メール送信
画面を開くことができます。
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お 知 ら せ

▲総合計画審議会 ▲大規模事業視察

※基本計画書は、市ホームページのほか、市役所ロビー、コミュニティセンター、各地区公民館、各学習
等供用施設、図書館、博物館（本館・分館）で閲覧することができます。 

【重点施策】
　「健康で安心して暮らすことのできるまちづくり」、「経済活性化によるまちづくり」、「財政の安定
と健全化」の３つを重点的に取り組むべき施策としました。これらの施策を着実に推進するとともに、各
重点施策間の良好な循環を図ることで、｢ 活力あるふるさと館山 ｣ を実現していきます。

「健康で安心して
暮らすことのできるまちづくり」

（健康・福祉・生活基盤等の整備、
安全・安心の確保）

「経済活性化によるまちづくり」
（各種産業振興施策の展開に

よる経済活性化）

「財政の安定と健全化」
（自主財源の確保、行財政改革の推進）

重点施策
1.「健康で
安心して暮
らすことの
できるまち
づくり」

2.「経済活
性 化 に よ
るまちづく
り」

3.「財政の
安 定 と 健
全化」

主な計画事業の内容
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

主要項目
（1）
（2）

（3）

（4）
（5）

（1）

（2）
（3）
（4）
（5）

（1）
（2）
（3）
（4）

子宮頸がんワクチンなどの接種
安房地域医療センターの救急センター建設事業・
救急医療運営事業への補助
公共施設や店舗にオムツ替えスペースなどを備え
る「赤ちゃんの駅」の整備
買い物弱者対策事業への支援

「館山市高齢者見守りネット」の充実
光ファイバー網の整備促進
防災行政無線の未整備地域への設置
踏切などボトルネック箇所の改良
体験型観光事業の促進
花のまちづくりの推進
館山港交流拠点「“渚の駅”たてやま」の整備促進
新規就農の促進
個性ある商店街づくりの促進
起業の促進
物産などのブランド化の推進
行財政改革の推進
市税の徴収率の向上
市有財産の活用と処分
ふるさと納税（ふるさと寄附金）制度の推進

市民の健康の増進
「館山市次世代育成支援行動計画
（後期計画）」の着実な推進
「館山市高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画」の策定・推進
消防・防災対策の推進
生活基盤の整備の推進

賑わいと憩いと癒しの観光地づく
り
地域の資源を活用した交流の推進
館山湾の活用と海辺のまちづくり
農水産業の活性化
地域ブランド産品の開発と新しい
産業の誘致
健全な行財政運営の推進
市税の適正な賦課・徴収率の向上
市有財産の活用と処分
ふるさと納税（ふるさと寄附金）
制度の推進
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　現在の館山市総合計画は、21 世紀の館山市の長期的なまちづくりの基本的方向と施策を示したもので、
市政の指針とし、平成 13年度を初年度とする、15か年の「基本構想」と5か年の「基本計画」によって構
成されています。
　市では、現基本構想の仕上げとなる、平成23年度から平成27年度までの「第3期館山市基本計画」の策
定について、これまで、まちづくり座談会やパブリックコメントなどを通じて、市民の意見をお聞きする
とともに、市の附属機関である総合計画審議会（会長：近藤健雄日本大学教授、委員20人）に審議を諮問
し、計画内容について、さまざまな意見交換を行ってきました。
　1月31日に、総合計画審議会から答申を受けた基本計画の概要は次のとおりです。
　問合せ／企画課（ 22 － 3163）

【視点】「活力あるふるさと館山の実現」
　市民一人ひとりが館山市に愛着を持ち、いつまでも健康で安心して暮らすことのできるまちづくりを推
進するため、各種経済施策の展開により税収の増加を図り、自主財源を確保し、医療・福祉分野の維持・
充実や雇用対策など、市民生活に密着した施策を展開します。
　さらに、交流人口の拡大による経済活性化を図るため、観光農漁業や、スポーツイベント・合宿等の誘
致などのスポーツ観光、外国人観光客の誘致などの各種観光振興施策や、館山市への移住・定住の促進、
基幹産業である農漁業の振興などの活性化策に取り組みます。
　また、一方では、これらの施策と並行して、これまで以上に効率的・効果的な行政運営や健全な財政運
営を行うため、行財政の構造改革に取り組むとともに、行政とＮＰＯ・企業などがパートナーシップの構
築を図りながら、自主的・主体的な公益活動への取組を高めます。
　地域主権型社会が進展する中、地域間競争を勝ち抜いていくために、このようなさまざまな施策を展開
し、特色ある個性豊かなまちづくりを推進していきます。
　現基本構想における仕上げの5か年計画となる第3期基本計画では、計画に位置付けたこれらの施策を推
進することで「活力あるふるさと館山」を実現し、基本構想に掲げる館山市の将来像「輝く人・美しい自
然　元気なまち館山」を目指していきます。

基本計画

館山市基本計画
（第3期：平成23年度～27年度）策定

基本構想
【基本理念】「ふるさと」・【将来像】「輝く人・美しい自然　元気なまち館山」
　21世紀に第一歩を踏み出した館山のまちづくりに求められていることは、子どもからお年寄りまですべ
ての人々が、このまちに夢と愛情を持ち、心豊かに暮らせる地域社会を築いていくことです。
　南房総の豊かな海や野山の自然、ゆったりとして親切な人々、そして歴史や伝統に培われてきた「ふる
さと」館山に誰もが愛着を持ち、誇りに思うことが、私たちのまちづくりの出発点です。
　「ふるさと」への思いは、年齢や育った環境によってさまざまですが、誰もが心のよりどころとして大
切にしているものです。

　そこで、一人ひとりが心の中に思う「ふるさと」を基本理念とします。

基本構想は、将来の市のあるべき姿を示すとともに、これらを実現

するための基本的な施策の方向を明らかにし、市政運営の指針とす

るためのものです。基本構想の目標年次は、平成 27 年度です。

基本計画は、基本構想の実現のための基本的な施策を体系的に定めた

もので、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくためのものです。

第3期基本計画の計画期間は、平成23年度から平成27年度までです。

総合計画の構成

基本構想

第1期

～第3期基本計画

▼

▼
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　北条海岸、八幡海岸、新井海岸、沖ノ島、那古海

岸の 5 ブロックに分かれて作業を実施します。

　ごみ袋は市で用意しますが、作業服・軍手などは

各自で用意してください。

　日時／ 4 月 17 日（日）9:00 ～ 10:00

　問合せ／商工観光課（ 22 － 3346）、環境課

（ 22 － 3354）

4月17日（日）に鏡ケ浦クリーン作戦

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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し
て
、
①
情

報
化
に
よ
る
市
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
、
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
利
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
・
産
業
振
興
、
③

市
の
魅
力
・
情
報
発
信
、
④
情

報
化
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率

化
、
⑤
市
民
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
（
利
活
用
能
力
）
の
向
上
、

⑥
職
員
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
を
６
つ
の
重
点
施
策
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
計
画

交
通
事
故
で
け
が
な
ど
を
し
た

場
合
は
、
従
来
ど
お
り
、
事
故

発
生
の
日
か
ら
２
年
以
内
は
保

険
金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（


22
―
３
１
４
２
）

期
人
間
ド
ッ
ク
受
検
前
の
申
請

が
必
要
で
す
。
医
療
機
関
に
予

約
を
し
て
か
ら
、
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
、
保
険
給
付
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
が
実
施
す
る
特
定

健
康
診
査
や
長
寿
医
療
健
診
を

受
検
し
た
人
・
受
検
す
る
予
定

の
人
は
、
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
脳
精
密
検
査

の
み
の
補
助
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
特
定
健
康
診
査
を

受
検
し
た
人
・
受
検
す
る
予
定

の
人
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受

検
し
た
人
に
限
り
ま
す
。
た
だ

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
は
、
脳
精
密
検
査
だ

け
受
検
し
た
場
合
も
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（


22
―
３
４
２
８
）

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
川

や
海
の
汚
染
防
止
の
た
め
、
既
存

の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
く

み
取
り
便
所
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、
予
算
の

範
囲
内
で
設
置
お
よ
び
撤
去
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

新
築
の
場
合
や
、
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
の
住
宅
を
建
て
替
え
て

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
は
、
補
助
の
対
象
外
で
す
。

詳
し
い
条
件
に
つ
い
て
は
下
水

道
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
の
締
め
切
り
は
12
月
末

の
予
定
で
す
が
、
予
算
の
状
況
に

よ
り
早
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
下
水
道
課
（

22
―

３
６
６
１
）

合
併
処
理
浄
化
槽

設

置

を

補

助

▼ 5～10人槽の場合

合併処理浄化

槽の設置

既 存単 独 処 理

浄化槽・くみ取

り便所の撤去

交付限度額

120,000円

50,000円
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■
固
定
資
産
価
格

　
　
　

 

な
ど
の
縦
覧

　

市
内
に
資
産
を
所
有
す
る
納

税
者
は
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
と
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
を
縦
覧
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
資
産
と
市
内
の
他
の
資
産

と
の
評
価
額
の
比
較
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
の
際
は
、
納
税
者
本
人

ま
た
は
そ
の
代
理
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転

免
許
証
、
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
、
権
利
関
係
な
ど
を
証
明

す
る
書
類
、
委
任
状
な
ど
）
の

提
示
が
必
要
で
す
。

　

縦
覧
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）

～
５
月
２
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

　

時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

　

場
所
／
税
務
課
（
市
役
所
本

館
１
階
）

　

手
数
料
／
無
料

■
固
定
資
産
課
税

　
　

 　

台
帳
の
閲
覧

　

自
分
の
資
産
に
つ
い
て
の
閲

覧
に
加
え
、
借
地
人
・
借
家
人

な
ど
も
、
関
係
す
る
資
産
に
つ

い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

閲
覧
の
際
は
、
申
請
者
の
身

分
が
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

と
、
借
地
人
・
借
家
人
の
場
合
、

閲
覧
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類

（
賃
貸
借
契
約
書
、
賃
貸
料
の

領
収
書
な
ど
）
の
提
示
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
資
産
と
そ
の
評
価
額

に
つ
い
て
は
、
４
月
中
旬
に
届

く
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に

添
付
し
て
い
る
、
課
税
資
産
内

訳
書
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

閲
覧
期
間
／
通
年
（
平
成
23

年
度
分
は
４
月
１
日
か
ら
）

　

手
数
料
／
１
件
に
つ
き
350
円

（
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
無

料
）

　等級／ 1 級、2 級、3 級（一部職

種）、単一等級

　職種／ 52 職種 87 作業

※詳細はホームページ（http://www.

chivada.or.jp）に掲載しています。

　受検資格／原則として各職種とも所

定の実務経験が必要

　受検手数料／【実技】16,500 円

【学科】3,100 円

　受付期間／ 4 月 11 日（月）～ 20 日

（水）

　試験日程／ 6 月 6 日（月）～ 9 月 11

日（日）の間の指定する日

　合格発表日／【3級職種（金属熱処

理と写真を除く）】8 月 26 日（金）

【1級、2級、単一等級、3級（金属熱

処理と写真）】9 月 30 日（金）

　問合せ／千葉県職業能力開発協会技

能検定課（ 043 － 296 － 1150）

　試験日／ 6 月 5 日（日）

　会場／県立館山総合高等学校

　受験料／甲種5,000円、乙種3,400

円、丙種 2,700 円

　受付期間／ 4 月 5 日（火）～ 13 日

（水）

※土・日曜日を除く

　受付場所／安房郡市消防本部予防課

※願書は受付場所で受付の1 週間前か

ら配布します。

※ 電 子 申 請 も 可 能 で す。 詳 細 は、

（財）消防試験研究センターのホー

ムページ（http://www.shoubo-

shiken.or.jp）に掲載しています。

【試験のための受験者講習会】

　講習日／ 4 月 21 日（木）

　会場／南総文化ホール

　料金／ 6,100 円（受講料 3,500 円、

テキスト代 2,600 円）

※ 乙 種 第 4 類 の 問 題 集 は 別 売 り

（1,400 円）

　問合せ／安房郡市消防本部予防課

（ 22 － 2234）

危険物取扱者試験

平成23年度前期技能検定
　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
者
の
所
有
す
る
資
産
（
土
地
、
家
屋
）
の
評
価
額
が
、
他
の
資
産
の
評
価
額
と

比
較
し
て
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
所
有
す
る
資
産
の
評
価
額
な
ど
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
す
る

こ
と
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
税
務
課
（

22
―
３
２
６
１
）

固
定
資
産
に
つ
い
て
の
縦
覧
・
閲
覧

固定資産税・都市計画税第 1 期の納期限は 5 月 2 日（月）です。

問合せ／納税課（ 22 － 3257）
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お 知 ら せ
　

一
般
の
保
険
料
免
除
は
世
帯

主
の
所
得
を
含
め
て
判
定
し
ま

す
が
、
学
生
納
付
特
例
は
学
生

本
人
の
所
得
の
み
で
判
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
学
生
納
付

特
例
該
当
者
（
あ
ら
か
じ
め
卒

業
予
定
年
月
を
届
け
出
た
人
）

で
、
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て

在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て

い
な
い
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
学
生
納
付
特
例
申
請
書

（
は
が
き
形
式
）
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納
付
特

例
制
度
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
分
の
手
続
き

を
平
成
23
年
２
月
以
降
に
し
た

場
合
は
、
申
請
書
は
郵
送
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
23
年
２
月
以
降
に
手

続
き
を
し
た
人
や
、
在
学
す
る

学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た
人
は
、

必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
20
歳
以
上
の
学
生

で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

以
下
の
人
。
前
年
ま
た
は
今
年

に
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
学
生

に
な
っ
た
人
は
、
所
得
が
基
準

を
超
え
て
い
て
も
、
退
職
を
考

慮
し
た
審
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

条
件
／
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
（
修
業
年
限
が
１
年
以
上

の
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
し
て
い
る

こ
と

※
夜
間
・
定
時
制
課
程
、
通
信

課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

手
続
き
／
保
険
給
付
課
国
保

年
金
係
へ
、
①
年
金
手
帳
ま
た

は
納
付
書
な
ど
（
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
）、
②
平
成
23

年
度
有
効
な
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
③

印
鑑
、
④
会
社
な
ど
を
離
職
し

て
学
生
に
な
っ
た
人
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
（
コ
ピ
ー

可
）
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
学
生
証
の
コ

ピ
ー
な
ど
を
添
付
し
、
郵
送
で
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
追
納
は
お
早
め
に

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就

職
な
ど
に
よ
り
収
入
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
承
認

さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き

ま
す
の
で
、
早
め
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
未

納
に
す
る
と
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に
、
所
得
が
な
い
学
生
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（

22
―
３
４
１
８
）

　厚生年金または国民年金第3号加入期間
にかかる年金請求手続きや相談は、木更津
年金事務所に問い合わせてください。木更
津年金事務所では、年金相談の時間延長や
休日相談を行っています。
　相談受付時間／【平日（原則月曜日以
外）】8:30 ～ 17:15【月曜日（休日明け
の初日）】8:30 ～ 19:00【土曜相談日（第
2 土曜日）】9:30 ～ 16:00
　予約専用電話／木更津年金事務所（

0438 － 23 － 7760）
　厚生年金に関する問合せ／ねんきんダイ
ヤル（ 0570 － 05 － 1165）、ＩＰ電
話・ＰＨＳからの場合（ 03 － 6700 －
1165）
　国民年金に関する問合せ／木更津年金事
務所国民年金課（0438 － 23 － 7673）、
市保険給付課（22 － 3418）

年金に関する相談窓口

▼学生納付特例期間の年金（納付・学生納付特例・未納の違い）

※障害基礎年金と遺族基礎年金には一定の受給要件があります。

障害基礎年金

遺族基礎年金

（受給資格期間）

　　　　　受給資格期間

　　　　　年金額の計算

納付

入る

入る

される

学生納付特例

入る

入る

されない

未納

入らない

入らない

されない
老齢基礎

年金
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平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
が

「
岸き

し

」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
岸
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
、「
海
岸
」「
川
岸
」
の

よ
う
な
熟
語
を
使
用
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詠え
い
し
ん進

要
領
／
①
詠
進
歌
は
お

題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

で
１
人
１
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
②
書
式

は
、
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に

用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短

歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年

月
日
、
職
業
（
な
る
べ
く
具
体

的
に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く

だ
さ
い
。
③
用
紙
は
半
紙
と
し
、

記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
。
海
外
か
ら
詠

進
す
る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意

（
た
だ
し
、
半
紙
サ
イ
ズ
24
㎝

×
33
㎝
の
横
長
）
と
し
、
毛
筆

で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
④
病
気
ま
た
は
身
体
障

害
の
た
め
毛
筆
で
自
書
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
代
筆
ま

た
は
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
で

（
理
由
書
を
添
付
）、
視
覚
障
害

の
人
は
点
字
で
詠
進
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詠
進
期
間
／
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

　

詠
進
方
法
／
あ
て
先
を

「
〒
100
―
８
１
１
１　

宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
／
宮
内
庁
式
部
職
あ

て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20

日
（
火
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
宮
内

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.k

u
n

a
ic

h
o

.g
o

.jp
/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
岸
」

▼書式図（横長）

　小児用肺炎球菌ワクチンとヒブワクチンについては、他の予防
接種との同時接種後の死亡例が発表され、因果関係の評価を実施
するまでの間、接種を一時見合わせるよう厚生労働省から通知が
ありました。
　このため、市では4月1日から予定していた小児用肺炎球菌ワク
チンとヒブワクチンの接種を見合わせます。今後の予定について
は、厚生労働省から通知があり次第、お知らせします。

接種費用を全額助成！子宮頸がんワクチン接種

小児用肺炎球菌ワクチン・
ヒブワクチンは一時見合わせ

※事前申込みをせずに接種した場合、市
の指定した医療機関以外で接種した場
合、４月１日より前に接種した場合は、
対象になりません。

　4 月 1 日から、子宮頸がんワクチンの接種費用を全額助成しま
す。接種を希望する人は、必ず医療機関へ予約してから健康課へ
申し込んでください。
　この予防接種は、予防接種法の定期接種によらない任意接種で
す。ワクチン接種の効果や副反応などを十分理解した上で接種し
てください。
　なお、現在、ワクチンの供給量が不足しているため、3 月まで
に 1～2回接種をした人を優先し、初めて受ける人は差し控えてい
ただく場合があります。
　対象者／市内在住の中学1年生から高校1年生までに相当する年
齢（平成 7 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1 日生まれ）の女子
　実施医療機関／右表のとおり
　接種方法／ 6 か月の間に 3 回接種
　費用／無料
　問合せ／健康課（ 23 － 3113）

氏　名

青木医院

赤門整形外科内科

天野クリニック

安房地域医療センター

太田整形外科医院

亀田ファミリークリニック館山

貴家医院

清川医院

九重　鈴木医院

鈴木内科クリニック

たてやま循環器内科外科

館山病院

たてやま友愛クリニック

つじ泌尿器科クリニック

西岬診療所

野原皮膚科内科医院

原クリニック

ファミール産院

北条病院

和田眼科医院

電話番号

22－3805

22－0008

20－5955

25－5111

23－2318

20－5520

22－3323

23－7731

22－9131

22－8880

20－1102

22－1122

20－1200

20－5556

29－0030

22－0333

24－5711

24－1135

23－1966

22－5331

▼実施医療機関
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お 知 ら せ

　前回から、一部の『けんしん（健診・検診）』が登録制になりました。一度登録すると、次年度は自動
的に対象の『けんしん』の個人票が届きます。
　初めて『けんしん』登録の対象になる人、登録制でない『けんしん』の対象になる人には『けんしん登
録申込書』を送付しました。申し込みが済んでいない人は、健康課まで問い合わせてください。平成 22 年
度に検診を申し込んだ人、または検診を受けた人は登録が済んでいます。
　問合せ／健康課（ 23 － 3113）

『けんしん』の登録は済んでいますか？

生活保護世帯の人（証明書が必要）は料金が無料です。
検診の日程や会場等の詳細は、後日広報でお知らせします。
総合検診の個人票は 4 月下旬に送付します。
総合検診の日程は広報「だん暖たてやま」4 月 15 日号に掲載します。

※ 1
※ 2
◎
◎

　　　　　　種類・内容
●特定健診

【詳細健診】
貧血・心電図・眼底検査
●長寿医療健診・健康診査
特定健診とほぼ同内容

（腹囲測定はなし）
●肝炎ウイルス検診
Ｂ型肝炎抗原検査・Ｃ型肝炎ウイルス検査
●胃がん検診
胃部Ｘ線間接撮影（バリウム）
●前立腺がん検診
血液検査（PSA 前立腺腫瘍マーカー）
●肺がん ･ 結核検診
胸部Ⅹ線間接撮影（胸部レントゲン）

●特定健診（がん検診等はなし）
総合検診の特定健診と同じ

▼平成 23 年度年間『けんしん』予定表 年齢基準日：平成24年3月31日

対象者

40歳～74歳の国民健康保険加
入者
要支援・要介護認定者を除く
65歳以上の人は生活機能評価
の同時実施が可能（※ 1）
基本検診を受けた人で基準に該当
し、医師が必要と判断した人
後期高齢者医療保険加入者ま
たは 40歳以上の健康保険未加
入の生活保護世帯者
40歳以上で検査を実施したこ
とがない人

基本健診
詳細健診
後期高齢者医療保険加入者ま
たは40歳以上の健康保険未加
入の生活保護世帯者

S56・54・52・50・48 年生まれの女性
S45・43・41・39・37 年生まれの女性
40 歳以上の偶数年（Ｓ 46・
44・42…年 ) 生まれの女性

昭和 16･21･26･31･36･41･46
年生まれの女性
昭和 16･26･36･46 年生まれの
人

料金

700 円

無料

2,600 円
600 円

無料

検診日程（※2）

6～12月頃

10～12月頃

●肺がん ･ 結核検診【肺がん検診だけ受けたい人】
胸部Ⅹ線間接撮影（胸部レントゲン）

●大腸がん検診
便潜血検査２日法

●乳がん検診
【超音波検診】
超音波検査（医師の視触診はなし）

【マンモグラフィ検診】
乳房Ⅹ線撮影（医師の視触診はなし）
●子宮がん検診
●骨粗しょう症検診
骨密度測定（非利

き

き腕のレントゲン）
●歯周疾患検診
歯科診察

総

合

検

診

施
設
検
診

詳細は後日、広報「だん暖たてやま」に掲載します。

●長寿医療健診（がん検診等はなし）
総合検診の長寿医療健診と同じ

40歳以上

50歳以上の男性

40歳以上

40 歳以上

40 歳以上

1,300 円

600 円

600 円

900 円

400 円

無料

無料

300 円

900 円

1,100 円

300 円

1,200 円

5月10日
～6月17日

10月頃

11月頃

9～10月頃

登録制

○

○

○

【基本健診】
身長・体重・腹囲測定、尿検査、血
圧測定問診、医師の診察、血液検査
など

○

○

○

○

○

○

○
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次
の
よ
う
な
場
合
は
、
虐
待

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
暴
力
を
受
け
て
い
る
、
ど
な

ら
れ
る
、
年
金
を
取
ら
れ
る
な

ど
と
訴
え
て
い
る
。

②
あ
ざ
や
傷
が
あ
る
の
に
理
由

を
き
い
て
も
は
っ
き
り
し
な

い
。

③
家
族
が
介
護
で
疲
れ
て
い
た

り
、
高
齢
者
の
悪
口
を
言
っ
て

い
る
。

④
高
齢
者
を
訪
ね
る
と
家
族
に

嫌
が
ら
れ
た
り
、
会
わ
せ
て
も

ら
え
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
ゴ
ミ
が
放
置
さ

れ
て
い
た
り
、
異
臭
が
す
る
。

⑥
家
か
ら
怒
鳴
り
声
や
泣
き
声

が
聞
こ
え
た
り
、
大
き
な
物
音

が
す
る
。

⑦
暑
い
日
や
寒
い
日
、
雨
の
日

な
の
に
高
齢
者
が
長
時
間
外
に

い
る
。

⑧
高
齢
者
が
道
路
に
座
り
込
ん

だ
り
、
徘
徊
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。

⑨
介
護
が
必
要
な
の
に
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
様
子
が

な
い
。

⑩
高
齢
者
の
服
が
汚
れ
て
い
た

り
、
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
様

子
が
な
い
。

…
早
期
発
見
に
協
力
を
…

　

虐
待
の
原
因
は
、
養
護
者
の

認
知
症
に
対
す
る
理
解
不
足
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の
動
作

能
力
の
低
下
、
虐
待
し
て
い
る

養
護
者
の
精
神
疾
患
や
障
害
、

経
済
的
困
窮
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
養
護
者
の
介
護
の

頑
張
り
す
ぎ
に
よ
る
「
養
護
者

の
心
身
の
疲
労
」
が
虐
待
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
虐
待
の
背

景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、

虐
待
者
が
悪
い
人
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
を
受

け
て
い
る
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
虐
待
し
て
い
る
養
護
者
へ

の
支
援
も
大
切
で
す
。
通
報
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
虐

待
の
早
期
発
見
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
近
所
に
こ
ん
な

お
年
寄
り
は
い
ま
せ
ん
か
？

高
齢
者
へ
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に　

～
後
編
～

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
当
事
者
に
自
覚
が
な
か
っ
た
り
、
虐
待

を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が
家
族
な
ど
に
遠
慮
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
周
囲
に
は
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
大
き
な
問
題
が
発
生

す
る
前
に
早
期
発
見
し
、
適
切
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（

22
―
３
４
８
７
）

連絡先

　　　　福祉課

　　　　代表（夜間・休日）

地域包括支援センターたてやま

（北条・館野・九重・那古・船形）

地域包括支援センターなのはな

（館山・豊房・西岬・神戸・富崎）

電話番号

22－3487

22－3111

高齢者の異変に気づいたら、ここに連絡を！

館山市

25－7191

22－1350

　

映
像
で
「
観
光
地
・
館
山

の
魅
力
を
全
国
の
皆
様
に
お

伝
え
で
き
れ
ば
」
と
の
思
い

か
ら
、
一
昨
年
「
館
山
フ
ィ

ル
ム
ワ
ー
ク
ス
」
と
い
う
団

体
を
設
立
し
、
昨
年
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
南
房
総
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
へ
と
移

行
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
活
動
の
主
体
で
す
。

　

「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ

な
ど
の
撮
影
の
際
に
、
撮
影

地
の
選
定
や
交
渉
を
し
た

り
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
派
遣
や

撮
影
の
際
の
食
事
の
手
配

等
、
当
地
で
の
撮
影
に
関
す

る
業
務
を
支
援
す
る
団
体
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
各
地
に
同
様

の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
る
な
か
で
、「
南
房
総

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
こ

こ
に
あ
り
！
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
に
常
に
新
し
い
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
、
と
り

わ
け
学
生
の
皆
さ
ん
に
撮
影

現
場
を
見
る
機
会
を
与
え
、
撮

影
に
携
わ
る
人
た
ち
や
、
俳
優
・

女
優
な
ど
を
当
地
か
ら
輩
出
す

る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。南 房 総 ロ ケ ー シ ョ ン サ ー ビ ス

理事長 / 松川　達哉

事務局 / 安布里 225-15

会　員 /10 人

電　話 /0470-25-3071

活動分野 / まちづくり、学術・文化・

芸術・スポーツ、ＮＰＯ支援

設立 / 平成 22 年 3 月
▲医療従事者に扮

ふん

するＮＰＯのメンバー

観
光
地
・
館
山
の
魅
力
を
全
国
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い

（17）　南房総ロケーションサービスたてやまの
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県
で
は
、
通
学
路
で
の
街
頭

指
導
や
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て

の
啓
発
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通

安
全
活
動
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
取
り
組
む
「
交
通
安

全
推
進
隊
」
の
隊
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

活
動
期
間
／
７
月
１
日
か
ら

１
年
間

　

活
動
方
法
／
小
学
校
区
ご
と

に
グ
ル
ー
プ
で
月
１
回
以
上
活

動
　

応
募
資
格
／
平
成
７
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
で
、
県
内
に

居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

　

募
集
期
間
／
４
月
８
日
（
金
）

～
５
月
９
日
（
月
）
必
着

　

あ
わ
夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
６
月
５
日
（
日
）
に

南
総
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

「
あ
わ
夢
ま
つ
り
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

　

役
割
・
人
数
／
①
裏
方
ス

タ
ッ
フ
（
舞
台
監
督
、
照
明
、

音
響
な
ど
）
10
人
、
②
表
方
ス

タ
ッ
フ
（
受
付
、
案
内
、
会
場
、

配
食
な
ど
）
20
人
、
③
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
託
児
…
保
育
資

格
、
看
護
師
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
）
５
人

※
無
報
酬
で
す
。

　

条
件
／
６
月
４
日
（
土
）
午

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

p
re

f.c
h

ib
a
.lg

.jp
/

）
か
ら
応

募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
地
域
振
興
事
務

所
、
市
社
会
安
全
課
、
館
山
警

察
署
に
あ
り
ま
す
。

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
260
―

８
６
６
７　

千
葉
市
中
央
区
市

場
町
１
―
１　

県
生
活
・
交
通
安

全
課
（

043
―
223
―
２
２
６
３
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
043
―
221
―
２
９
６
９
）

募 集

地
域
で
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
む

交
通
安
全
推
進
隊
の
隊
員
を
募
集

あ
わ
夢
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

有 
料 
広 
告

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
地
域
振

興
事
務
所
（
旧
南
房
総
県
民
セ

ン
タ
ー
安
房
事
務
所
）
ま
た
は

県
生
活
・
交
通
安
全
課
に
持
参

す
る
か
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
、
６
月
５
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
協
力
で

き
る
人
（
半
日
で
も
可
）
で
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
（
中
高
生

も
可
）。

　

申
込
方
法
／
は
が
き
に
希
望

す
る
役
割
と
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
締
切
／
４
月
30
日
（
土
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
４
５　

北
条
１
９
２
２

―
６　

松
苗
禮
子
（


22
―

６
７
９
０
）

　4 月 1 日から、登記事項証明書の交付請求など
に必要な登記手数料は、登記印紙に替えて、収入
印紙で納付することになります。
　ただし、登記印紙についても、これまでどおり
使用することができます。
　問合せ／千葉地方法務局総務課（ 043 －
302 － 1311）

登記印紙 取り扱いが変わります

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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■
募
集
要
領

　

応
募
資
格
／
①
海
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
賛
同
し
、
海
辺
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
人　

②

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
管
理
で
き
る
人

※
年
１
回
以
上
の
点
検
、
修
理
、

清
掃
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

規
格
／
市
内
の
海
岸
で
集
め

た
ビ
ー
チ
グ
ラ
ス
で
製
作
し

た
円
筒
形
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

で
、
高
さ
９
㎝
以
下
、
内
径
12

㎝
以
上
、
外
径
16
・
５
㎝
以
下

の
も
の

※
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
飾
っ
た

車
止
め
に
は
、
製
作
者
の
名
前

を
表
示
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
に

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
人
１
作
品
ま
で
）

※
応
募
用
紙
は
み
な
と
ま
ち
づ

く
り
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

募
集
期
間
／
５
月
６
日
（
金
）

～
13
日
（
金
）

締め切り迫る！

　

市
で
は
、
北
条
海
岸
で
整
備
を
進
め
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の

車
止
め
照
明
を
飾
る
、
手
づ
く
り
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
は
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
製

作
委
員
会
に
よ
る
審
査
選
定
を
行
い
、
39
基
が
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

応
募
・
問
合
せ
／
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
課
（

22
―
３
６
０
６
）

手
づ
く
り「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
」

募
集
は
５
月
13
日（
金
）ま
で

　願書配布日／4 月11日

（月）～

　 願 書 受 付 期 間／ 5 月

17 日（火）～19 日（木）

　試験日時／ 7 月 20 日

（水）14:00 ～16:00

　試験場所／日本コンベ

ンションセンター国際展

示場（幕張メッセ）

　 合 格 発 表 ／ 9 月 7 日

（水）

　問合せ／安房健康福祉

センター地域保健福祉課

（22 － 4511）

千葉県
調理師試験

平成 23 年度

　4月コースは、6月21日か
ら 9月15日に出産予定のパ
パ、ママとその家族が対象で
す。歯科健診希望者は健康課
へ申し込んでください。
　日程／表のとおり
　時間／ 13:00 ～ 15:40
　会場／コミュニティセン
ター
　持ち物／母子手帳、筆記用
具
　申込み・問合せ／健康課

（23 － 3113）

▼パパママ学級 4 月コースの日程

期日

4月8日
（金）

4月14日
（木）

内容
「妊娠と分娩」～産婦人科医からのお話
～、妊娠期に必要な生活のリズム～赤
ちゃんの抱き方イメージ・おっぱいマッ
サージ～
体の変化にあわせた妊娠中の食生活のポ
イントと調理実習～健康な赤ちゃんと
ママのために　食事バランスガイドの
活用～

「妊娠中～乳幼児期の歯の健康」、歯科
健診（無料・要予約）、ブラッシング指
導、「元気な広場」見学ツアー
出産時に知っておきたい心と体の準備、
出産後の生活での注意点、人形を使って
の実習
親子のふれあいの大切さ、乳児とのふれ
あい、出産を体験した先輩ママからのア
ドバイス～うまうま学級と同時開催～

持ち物

同封のアンケー
ト

エプロン、三角
巾、ごく少量の
みそ汁、食事の
記録用紙
歯ブラシ、手鏡、
タオル、空の紙
パック (1 )
ズボン着用また
はバスタオル、
テキスト

4月22日
（金）

4月25日
（月）

4月28日
（木）
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意
欲
あ
る
若
手
農
業
者
を
中

心
と
し
た
『
た
て
や
ま
緑
の
仲

間
た
ち
』
で
は
、
親
子
で
農
業

体
験
を
楽
し
む
「
田
の
く
ろ
大

学
校
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
／
表
の
と
お
り

　

参
加
費
／
１
人
４
千
円
（
昼

食
代
な
ど
を
含
む
。
３
回
分
）

　

参
加
資
格
／
４
歳
以
上
の
子

ど
も
を
含
む
親
子

　

定
員
／
親
子
15
組
、
50
人
ま

で
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

申
込
方
法
／
は
が
き
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
田
の
く
ろ
大
学
校

入
学
希
望
」
と
し
、
住
所
、
氏

名
（
参
加
者
全
員
）、
年
齢
（
参

加
者
全
員
）、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

締
切
／
郵
送
の
場
合
は
４
月

25
日（
月
）
消
印
有
効
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
同
日
午
後
５
時
必
着

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
０
８　

広
瀬
１
４
４
４

「
南
房
総
な
の
は
な
村
」
内
、

田
の
く
ろ
大
学
校
入
学
申
込
係

（

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
36
―
４
０
１
７
）

募 集

　これまでの陸上競技教室に、大会出場を目指
した「選手コース」を新たに加えて行います。

選手コース

陸上競技教室

　日時／ 5 月 7 日、14 日、28 日、6 月 4 日、
11日、18 日、25 日、7 月 2 日、9 日、16 日、
9 月 3 日、10 日、17 日、24 日、10 月 1 日、
8 日、15 日（すべて土曜日、全 17 回）
　時間／ 9:30 ～ 11:30
　場所／北条小学校グラウンドほか
　定員／選手コース 30 人、陸上競技教室 50
人程度
　参加費／ 1,000 円（保険料含む）
　申込方法／はがきに「ジュニア陸上競技教
室選手コース又は教室」とし、郵便番号、住所、
氏名、ふりがな、学校名、学年、年齢、性別、
電話番号を明記して申し込んでください。
　締切／ 4 月 15 日（金）
　申込み・問合せ／〒 294 － 0056　船 形
827－ 8　黒川修（ 090 －2720 － 4804）

ジュニア陸上競技教室
「選手コース」を新設！

田
の
く
ろ
大
学
校
の
参
加
者
募
集

親
子
で
農
業
体
験
！　原則小学校4年生から6年生までを対象に、

各競技大会への出場を目指し、より専門的な
練習を行います。

　小学校1年生から6年生までの運動が苦手
な人、少しでも速くなりたい人を対象に、走り
方のコツを指導します。また、個人の体力や
能力にあった段階的な指導を行います。

▼田のくろ大学校の日程

※各回とも昼食あり

日　程

5月15日（日）

9:00～

7月31日（日）

9:00～

9月11日（日）

9:00～

内　容

入学式、田植え、さつまいも

の定植、いちご摘み（予定）

水田の観察と管理、夏野菜の

収穫、夏休みお楽しみ企画

稲刈り、さつまいも掘り、か

かし作り、卒業式

第1回

第2回

第3回

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告

の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
23
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿

の
作
成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
2

.c
ity

.ta
te

y
a
-

m
a
.c

h
ib

a
.jp

/

会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）
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館
山
国
際
交
流
協
会
ベ
リ
ン

ハ
ム
委
員
会
で
は
、
５
月
29

日
（
日
）
に
米
国
の
姉
妹
都
市

ベ
リ
ン
ハ
ム
市
で
開
催
さ
れ
る

「
ス
キ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
シ
ー
レ
ー

ス
」
に
参
加
す
る
選
手
を
募
集

し
ま
す
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
姉
妹
都
市

委
員
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。
渡
航

費
用
な
ど
は
す
べ
て
参
加
者
負

担
で
す
。

　

競
技
の
概
要
／
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル

ス
キ
ー
、
マ
ラ
ソ
ン
、
自
転
車
、

カ
ヌ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
７
種
目
に
よ

る
リ
レ
ー
（
コ
ー
ス
全
長
約

132
・
77
キ
ロ
）

　

参
加
資
格
／
ベ
リ
ン
ハ
ム
市

民
と
の
交
流
に
興
味
が
あ
り
、

今
後
、
交
流
に
参
加
す
る
熱
意

の
あ
る
高
校
生
以
上
の
人

　

締
切
／
４
月
15
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
館
山

国
際
交
流
協
会
ベ
リ
ン
ハ
ム

委
員
会
事
務
局　

北
見
（


23
―
０
８
８
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

k
in

u
y
o
@

a
w

a
.o

r.jp
）

☆使ってみませんか？図書館 

　館山市へ転入した人や、今まで図書館を利用したことのない人、し

ばらく利用していないという人も、図書館を利用してみませんか？図

書館は赤ちゃんから大人まで、だれでも利用できるところです。なお、

資料は一人１０点まで（うち雑誌、ＣＤ・ＤＶＤ等の視聴覚資料、郷

土資料は５点まで）、２週間借りられます。

○はじめて利用するときには…

  閲覧は自由です。特に手続きは必要ありません。  資料の貸出を受

けるには、図書利用券が必要です。「図書利用券交付申込書」に必要事項を記入の上、

住所の確認できるもの（運転免許証・健康保険証・学生証等）とあわせてカウンター

にお持ちください。「図書利用券交付申込書」は、カウンターに備え付けてあるほか、

市ホームページの「申請書届出様式ダウンロード」からダウンロードすることもできます。

○期限切れの利用券をお持ちの場合・利用券を紛失したときには…

  お持ちの利用券は更新手続きをした上で引き続きお使いいただけます。「図書利用券

交付申込書」に必要事項を記入の上、利用券と住所の確認できるものを添えてカウン

ターへお持ちください。また、利用券を紛失した場合には再発行します。カウンターに

てその旨お申し出ください。

●今月のおすすめ

「ひと目でわかる料理の教科書　きほん編」川上文代 著／ 新星出版社

  基本をおさえるだけで一段と料理はおいしくなるもの。レシピの中に出てくるいまさら聞けない疑問や謎、料理の腕を

上げるために大事な基本の「き」を、料理研究家で館山クッキング大使の川上文代さんが教えます。新生活をはじめる

人も多いこの時期、レシピとこの本を参考にすれば、おいしい料理で楽しい食生活が始められること間違いなしです。

  図書館には貸出できるもののほかに川上さんのサイン入りの本もあり、利用者に向けてのメッセージも綴って

いただいています。サイン本は貸出できませんが、図書館で閲覧することができます。

4月の休館日　
4/4、11、18、22、25図書館だより 66 館山市図書館（ 22－ 0701）

4月のおはなし会・わらべうたの会
児童向け ４/ ９、16、23　(14:00 から ) 

＊幼児向けおはなし会、

　　わらべうたの会はお休みです。

うまうま(離乳食)学級

ママと赤ちゃん一緒にどうぞ！

　保健推進員と一緒に
離乳食を作るほか、管
理栄養士や保健師が個
別相談に応じます。（別
室にて、赤ちゃんを預
かります。）
　また、妊婦さんとのフリートーキン
グもあります。
　日時／4月28日（木）13:15～15:30
　会場／コミュニティセンター
　持ち物／母子手帳、エプロン、三角巾
※赤ちゃんが参加するときは、バスタ
オルやおむつなど、赤ちゃんに必要な
ものも持参してください。
　申込み・問合せ／健康課（ 23 －
3113）

姉
妹
都
市
ベ
リ
ン
ハ
ム
市
で
５
月
に
開
催

ス
キ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
シ
ー
レ
ー
ス

『ひと目でわかる料理の

教科書　きほん編』
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会
の
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
名
前

の
と
お
り
「
現
役
部
員
を
応
援
し
た

い
」
と
い
う
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
思
い
か

ら
。
会
員
は
現
在
25
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
36
人
。
職
業
も
会
社
員
、
公
務

員
、
自
営
業
か
ら
現
役
を
引
退
し
た

人
ま
で
と
幅
広
く
、
今
で
は
Ｏ
Ｂ
の

ほ
か
、
地
区
の
柔
道
愛
好
家
も
参
加

し
、
ま
さ
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

部
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
部
員
が
在
学
中
に
黒
帯

を
取
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
指
導
を

し
て
い
て
、
会
員
の
中
に
は
、
月
２

回
の
土
曜
日
の
合
同
練
習
の
ほ
か
、

平
日
も
手
が
空
い
て
い
れ
ば
自
主
的

に
練
習
に
参
加
す
る
熱
心
な
人
も
い

ま
す
。
ま
た
、
試
合
の
時
に
は
応
援

に
も
駆
け
つ
け
ま
す
。

　

会
長
の
廣ひ

ろ
な
か
も
と
え

中
元
衛
さ
ん
（
59
歳
）

は
「
部
員
は
地
元
で
も
会
え
ば
ち
ゃ

ん
と
挨
拶
を
す
る
身
近
な
存
在
。

ま
っ
す
ぐ
育
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と

子
ど
も
達
の
成
長
を
見
つ
め
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
館
山
で
は
剣
道
が
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
会
の
活
動

風
景
を
見
て
い
る
と
、
か
つ
て
日
本

選
手
権
者
や
世
界
選
手
権
者
を
輩
出

し
「
柔
道
王
国
安
房
」
と
い
わ
れ
た

当
時
の
魂
が
、
今
も
な
お
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

会
員
最
高
齢
の
高
尾
紀と

し

雄お

さ
ん
（
74

歳
）
は
、
安
房
高
等
学
校
柔
道
部
が
、

全
国
高
校
総
体
で
優
勝
し
た
時
の
主

将
。
決
勝
戦
で
は
、
代
表
戦
を
戦
い
、

一
本
勝
ち
し
て
優
勝
を
決
め
た
と
い

う
、
優
勝
の
立
役
者
で
す
。
そ
の
高

尾
さ
ん
が
「
弱
気
に
な
っ
た
ら
ダ
メ
。

我
慢
強
く
な
る
こ
と
。
意
欲
を
持
つ

こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
目
標
が
生
ま
れ

て
く
る
」
と
中
学
生
を
励
ま
し
ま
す
。

　

柔
道
部
顧
問
の
加
藤
明
美
先
生

（
56
歳
）
は
「
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

子
ど
も
達
の
性
格
を
見
極
め
な
が

ら
、
そ
の
子
に
合
っ
た
褒
め
方
を
し

て
く
れ
る
」。
も
う
一
人
の
顧
問
山

崎
美
佐
夫
先
生
（
51
歳
）
は
「
皆
さ

ん
の
経
験
が
十
分
生
か
さ
れ
、
地
域

と
と
も
に
子
ど
も
達
を
育
て
て
い

る
」。
そ
し
て
二
人
と
も
「
と
て
も

勉
強
に
な
る
」
と
口
を
揃
え
ま
す
。

館
山
と
鎌
倉
の
つ
な
が
り

動
員
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
４
日
後
の
27
日
に
は
、
安

房
国
の
大
工
が
鎌
倉
に
参
上
し
、

翌
日
に
は
棟
上
げ
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
端
的
に
示
す
よ
う

に
、
安
房
は
「
内

う
ち
つ
う
み

海
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
現
在
の
東
京
湾
を
は
さ

み
、
政
治
の
中
心
地
鎌
倉
に
接
し

て
い
た
た
め
、
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
23

年
度
市
立
博
物
館
特
別
展
「
中
世

の
安
房
と
鎌
倉
」
に
あ
わ
せ
て
、

安
房
と
鎌
倉
の
交
流
を
、
や
ぐ
ら
・

仏
像
・
密み

っ
き
ょ
う
ほ
う
ぐ

教
法
具
な
ど
の
仏
教
文

化
か
ら
探
り
、
海
を
通
し
た
地
域

間
交
流
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

年
間
約
千
九
百
万
人
も
の
来
訪

者
で
に
ぎ
わ
う
古
都
鎌
倉
。
ち
な

み
に
、
鎌
倉
市
の
市
制
施
行
日
は

昭
和
14（
１
９
３
９
）年
11
月
３
日
。

館
山
市
と
、
誕
生
日
が
同
日
で
す
。

　

語
呂
合
わ
せ
「
１
１
９
２
（
い

い
く
に
）
つ
く
ろ
う
」
で
、
鎌
倉

幕
府
成
立
の
年
を
覚
え
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
中
学

校
歴
史
教
科
書
の
多
く
は
、
鎌
倉

幕
府
の
成
立
を
、
１
１
８
５
年
に

変
え
て
い
ま
す
。

　

源
頼
朝
は
、
１
１
８
５

年
に
軍
事
・
行
政
官
で

あ
る
「
守
護
」
や
、
税

金
集
め
な
ど
を
す
る

「
地
頭
」
を
任
命
す
る

権
利
を
朝
廷
か
ら
得
ま

し
た
。
実
質
的
に
幕
府

が
成
立
し
た
の
が
こ
の

年
。
１
１
９
２
年
は
、
朝
廷
か
ら

征せ
い
い
た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
名
実

と
も
に
幕
府
が
完
成
し
た
年
と
、

歴
史
の
と
ら
え
方
が
変
化
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

治
承
４
（
１
１
８
０
）
年
８
月
、

伊
豆
国
に
流
さ
れ
て
い
た
源
頼
朝

は
、
平
家
打
倒
を
促
す
以も

ち
ひ
と
お
う

仁
王
の

令り
ょ
う
じ旨

に
よ
り
挙
兵
し
ま
す
が
、
石

橋
山
の
戦
い
で
敗
れ
、
安
房
国
に

落
ち
延
び
ま
す
。

　

し
か
し
、
安
房
国
の
豪
族
安
西

氏
な
ど
に
迎
え
ら
れ
再
挙
し
、
房

総
半
島
を
北
上
。
武
蔵
国
に
入
り

ま
す
。
こ
の
過
程
で
、
東
国
武
士

が
続
々
と
参
集
し
ま
し
た
。
同
年

10
月
、
頼
朝
は
鎌
倉
に
入
り
、
直

後
の
富
士
川
の
戦
い
で
平
家
を
破

り
、
東
国
を
制
し
ま
し
た
。

　

翌
年
の
養
和
元
（
１
１
８
１
）

年
５
月
23
日
、
源
頼
朝
は
長
女

大お
お
ひ
め姫

の
住
ま
い
な
ど
を
建
て
る
た

め
、
安
房
国
の
役
人
に
、
職
人
を

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
①

▲合同練習の様子

▲鎌倉市・浄
じょうこうみょうじあみびきじぞう

光明寺網引地蔵やぐら。
百八やぐら群などとともに、世界文化
遺産の候補地内にあります。

▲高さ 3 ｍ近い五輪塔の浮
き彫りがある鎌倉市・百八
やぐら群 46 号穴

市
立
博
物
館
の
休
館
日

４
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

（
４
日
、
本
館
・
館
山
城
は
臨
時

開
館
し
ま
す
）


